








多くの出会いと対話を重ね、地域をより良くする力をつけよう
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上智大学総合人間科学部教育学科教授　奈須正裕　先生「個別最適な学びと協働的な学び」講演会の様子

　「生成AI実践研修会」、「探究をよりよくする研修会」など夏休みや空き時間を利用して、先生も研修に取り組みました。

2024年10月
春日居中学校との交流授業
笛吹高校の生徒が春日居中学校の「さかしたクエ
スト」（総合的な学習の時間にアドバイザーとし
て参加しました。
中学生の探究学習に影響を受けて、高校生の意欲
も向上したようです。

2024年10月
新潟県立中条高校との交流授業
　中条高校の皆さんが「FFグローカルⅡ」
の授業に参加し、地域の課題解決について
一緒に考えてくれました。

令和6年度は、美術部と総合学科国際系列が
「アートマイル」事業に参加。リトアニアの
高校生と一緒に SDGs15「森の豊かさを守ろ
う」について、一緒に考え、二校協働の絵画
制作をしています。

2024年12月
県内高校生による探究発表交流会
甲府市にある「岡島百貨店」催事場で実施さ
れた「探究発表交流会」に本校より5チームが
参加しました。都留高校、甲府西高校の生徒
たちに交じって、初めて経験する校外での発
表は少し緊張の面持ちでしたが、来場してく
ださった方に探究活動の発表をしていくうち
に、会話も弾むようになりました。

「FFグローカル」で
は　今年度、1年生
48チーム2年生35チ
ームが地域の様々な
課題解決に取り組み
ました。

写真上
笛吹市「のるーと」
PR動画撮影に協力し
ている様子

写真下
自転車盗難防を呼び掛
けに参集した方々と笛
吹高校の生徒

山梨県高次脳機能障害者支援センターと本校美
術部、任意参加者と一緒に高次脳機能障害の啓
発ポスターを制作しました。
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3月14日（金）には「笛吹高校探究発表会」を
実施します。詳細はHPをご確認ください。
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高校生世界農業遺産サミット特集
研究開発通信
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号外

ミライを見つめる
　　セッション

「ミライを見つめるセッション」では、生徒達が
身につけてきた力を活かして、世界農業遺産をよ
りよくするにはどうしたら良いか、アイデアを出
し合い、共有する取り組みが行われました。

三市合同開催
「峡東ぶりこらーじゅ」への参加

「高校生世界農業遺産サミット」を終えた１月、2
月9日、3月15日に行われる「峡東ぶりこらーじゅ」
に本校より3名の生徒が参加しています。地域の良
さを活かして世界農業遺産をより良くするにはどう
したら良いか、ワークショップを通じて地域を共創
する取り組みで、本校生徒も活躍しています。

オンライン班も活躍
　
　昨年は実施しなか
ったオンラインでし
たが、オンライン班
の生徒たちは、京都
大学大学院の学生
や、新潟県中条高校
の生徒の皆さん方と
の親交を深めること
ができました。

2025年1月22日（水）　笛吹高校
　県内外の高校生たちが、探究活動の成果と成長を語り合い、地
域の未来について「世界農業遺産」を題材に語り合いました。

【基調講演】

探究活動を振り返るセッション

　農林水産省、石堂和佳子様に「世界農業遺
産が持つ価値と未来へのアクション」と題し
て基調講演をしていただきました。

【招待校発表】

　
　「探究活動振り返りセッシ
ョン」では、生徒達がこれ
まで取り組んできた探究活
動をスライドにまとめ、一
人一人自分の取り組の発表
を通して省察をしました。
1人の発表時間は7分、3分
の質疑応答を経験して、自
分たちが身につけてきた力
を再確認することができた
ようです。

徳島県池田高校、
静岡県静岡農業高
校、本校果樹園外
科3年生が、世界
農業遺産を探究し
た成果を発表して
くれました。基調
講演の理解をより
一層深めることが
できました。

高校生が想像する「ミライ」

・自分が育った地域の伝統が世界に広がっている世界
・みんなが協力し合って、お互いの意見を尊重しあえる世界
・地域の魅力を地域全体で発信していく世界
・自分たちが後継者になり次世代につないでいくミライ
・分かりやすく、いいアイデアによって豊かに暮らせるミライ
・機械を活用し効率を重視した農業や人がやる仕事を残しつつ機械と
　共存して生活できる未来

ワークシートにつづられた高校生が想像する「ミライ」を紹介します。
素敵な未来の訪れを待ち望む声がたくさんありました！

https://www.fuefukih.kai.ed.jp/
https://www.fuefukih.kai.ed.jp/


生徒のアンケート集計（1・2年生）

【　生徒たちの感想　】
・他校の発表の取り組みや実践した内容のスケールに驚いた。
・サミットを通して農業と自分たちの探究課題の関連性について考え、探究課題に対して
より考えを深めることができた。
・他の県の人や友達のいろいろな取り組みを聞くことができて楽しかった。
・茶草方法という静岡の茶とわさびの発表内容がとても面白くてよかったです。
・クラスで司会をして、とても緊張したがすごくいい経験になった。
・世界農業遺産は時代と共に変化していく、生きる遺産だという言葉が心に残った。

1日の長丁場でしたが、意義深いものだったことが読み取れます。

来場者のアンケート結果より・・・
◎高校生◎
・自分の学校では行っていない活動が多く、改めて学びを深めることができてとても良か
ったです。様々な内容があり、それぞれの考え方が良く、楽しかったです。
・これからの未来を見据えて、皆と初めましてでありながらも、意見交換をして深く考える
ことができ、とても貴重な経験になりました。
◎一般の方◎
・生徒が世界農業遺産について知る機会になったと思います。今年の「×農業遺産」に期
待しています。
・こうした子どもたちの主体的な学びが今の時代、大切だとあらためて感じました。

運参加してくださった皆様に御礼申し上げます。今年度の振り返りをもとにより一層充実した会にしていきたいと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。



第1回…AWSによる講演「アマゾンのイノベーションを支えるカルチャー」
第2回～第5回…様々な生成AIを使ってみよう
　「チャットを使って情報収集」「文章生成」「要約」「校正」「画像生成」など、
様々な種類の生成AIを使ってみました。「チャット」で生成AIに質問するのが特
に使いやすかった様子。
　

第6回～第10回…グループワーク
グループでテーマを決め、AIを活用しながらテーマに沿った調査を行いました。
発表に向けて資料作成を行い、資料作成でもAIを利用できるところはAIを使ってみました。

３学年「総合的な探究の時間」   
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　３学年の「総合的な探究の時間」では、10月からの全12回の授業で生成AIについて学びました。株式会社
YSK e-com より講師の方に来ていただき、グループで実際に生成AIを使って体験しながら学んでいきました。　

←生成AI（チャット）を使って
アイディア出し

出たアイディアを　　
グループで吟味しながら

付箋に書いて貼っていく→

グループワークで学んだこと・感想（生徒のコメントより）
・AIが作業の効率化に大いに役立つことを実感しましたが、AIに任せきりになると内容が間違えていることがあるので人間の視点での
調整が重要だと思います。今後はAIは補助的な役割として使い、AIを有効に使っていくとともに、AIをどのような用途で使えるか探究
していきたい。
・実際に生成AIを使ってみると、少しの指示だけで多くの情報を得ることが出来た。詳しく指示を打ち込むほど、それに合わせて目的
に合った情報が返ってくるため、かなり便利だと感じた。
・条件を絞っても、AIを使っても無理なものはできない。AIからの情報を自分たちがどう受け取ってどう使っていくのかが大切だと思
った。アイディア出しが重要！
・同じテーマでも、生成AIに入力する言葉で違う発表内容で、見ていておもしろかった。

第11回…クラス内で発表　　第12回…全体発表会

作成した発表スライド。画像生成はAIによる ほうとうが生成AIに伝わらず、
焼きそばの画像になってしまった

画像生成の失敗例。

また、生成AIを使う際のリスクや
モラルについても学びました。

全体発表会の様子




